
平
成
十
六
年
度

業
務
概
況
書
の
公
表

▼
五
月
二
十
七
日
に
平
成
十
六
年
度
業
務
概

況
書
を
公
表
し
ま
し
た
。

日
本
銀
行
は
、
日
本
経
済
の
健
全
な
発
展

に
貢
献
し
て
い
く
た
め
、
金
融
政
策
や
金
融

シ
ス
テ
ム
面
の
施
策
に
加
え
、
決
済
シ
ス
テ

ム
、
銀
行
券
、
国
庫
、
国
際
金
融
、
調
査
・

統
計
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
業
務
｜
｜
中
央
銀

行
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
｜
｜
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
業
務
概
況
書
は
、
日
本
銀
行
法
第
五
十

五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
六
年
度
に

お
け
る
日
本
銀
行
の
業
務
の
全
体
像
を
国
民

の
皆
様
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
作
成
、

公
表
す
る
も
の
で
す
。
業
務
概
況
書
の
全
文

は
、
日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〈http://w
w
w
.boj.or.jp

〉
の
「
法
・
組
織
・

業
務
」
｜
「
業
務
・
組
織
運
営
に
関
す
る
情

報
」
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
ご
利
用
頂
け
ま
す
。

日
本
銀
行
に
お
け
る

機
構
改
編

▼
七
月
八
日
に
、
信
用
機
構
局
と
考
査
局
の

統
合
（「
金
融
機
構
局
」
と
改
称
）
お
よ
び

「
決
済
機
構
局
」
の
新
設
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
機
構
改
編
は
、
平
成
十
七
年
度
の

「
業
務
運
営
方
針
」
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

今
般
発
足
し
た
金
融
機
構
局
お
よ
び
決
済

機
構
局
の
組
織
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
併

せ
て
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
廃
止
・
活
動
継

続
に
つ
い
て
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
一
）
金
融
機
構
局
お
よ
び
決
済
機
構
局
に
設

置
し
た
「
担
当
」

・
金
融
機
構
局
で
は
十
九
「
担
当
」、
決
済
機

構
局
で
は
三
「
担
当
」
を
設
置
。

（
二
）
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
廃
止
・
活
動
継
続

・
「
日
銀
ネ
ッ
ト
高
度
化
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」

（
二
〇
〇
四
年
四
月
二
十
六
日
設
置
）
は
七

月
八
日
付
け
で
廃
止
。
同
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
が
担
当
し
て
い
た
、
日
銀
ネ
ッ
ト
の
高

度
化
に
関
す
る
中
期
的
な
方
針
の
企
画
、

検
討
は
、
決
済
機
構
局
に
引
き
継
が
れ
ま

し
た
。

・
「
業
務
改
革
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」（
二
〇
〇

四
年
七
月
二
日
設
置
）
は
、
業
務
の
改
革

に
関
す
る
全
行
的
取
組
み
の
推
進
継
続
・

定
着
促
進
等
の
た
め
、
当
初
予
定
の
設
置

期
間
を
延
長
し
、
さ
ら
に
一
年
間
活
動
を

続
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

・
こ
の
結
果
、
現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
は
、「
業
務
改
革
タ
ス
ク
フ
ォ

ー
ス
」
と
「
業
務
継
続
拠
点
強
化
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
」（
二
〇
〇
五
年
四
月
十
五
日
設

置
）
の
二
つ
と
な
り
ま
す
。

（
注
）
日
本
銀
行
は
、
特
定
の
課
題
に
期
間
を
定

め
て
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の
枠
組
み
と
し
て
、

「
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

「
金
融
経
済
統
計
月
報
」
の

見
直
し

▼
日
本
銀
行
調
査
統
計
局
で
は
、
二
〇
〇
五

年
（
平
成
十
七
年
）
七
月
発
行
分
か
ら
「
金

融
経
済
統
計
月
報
」
の
発
行
形
態
お
よ
び
掲

ト ピ ッ ク ス

載
内
容
を
大
幅
に
変
更
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
そ
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

Ｉ
Ｔ
化
の
進
展
等
、
最
近
の
環
境
変
化
の

下
で
の
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
踏
ま

え
、
現
在
の
「
金
融
経
済
統
計
月
報
」
に
代

え
て
、
二
種
類
の
統
計
書
を
作
成
す
る
こ
と
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機構改編の概要 

政策委員会室 

検　　査　　室 

企　　画　　局 

信  用  機  構  局 

金  融  市  場  局 

考　　査　　局 

調  査  統  計  局 

国　　際　　局 

発　　券　　局 

業　　務　　局 

システム情報局 

情報サービス局 

総  務  人  事  局 

文　　書　　局 

金  融  研  究  所 

調  査  統  計  局 

国　　際　　局 

発　　券　　局 

業　　務　　局 

システム情報局 

情報サービス局 

総  務  人  事  局 

文　　書　　局 

金  融  研  究  所 

政 策 委 員 会 室 

検　　査　　室 

企　　画　　局 

金  融  機  構  局 

決  済  機  構  局 

金  融  市  場  局 

金融の安定に関する
事務を一元的に担当
するとともに金融シ
ステムの機能度向上
への取組みを推進 

決済システムの整備、
業務継続体制の充実、
通貨・支払手段のセ
キュリティ問題への
対応などを推進 

（注）金融市場局、業務局、総務人事局が担っている機能のうち、矢印以外のものは不変 

改編後 改編前 
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■今回の特集では、現代の社会で稀薄になりが

ちな、人と人、都会と地方、人と機械など、さ

まざまな「つながり」をキーワードにお話を伺

いました。 （KN）

■古くからの伝統が身近な日常生活のそこかし

こに息衝く街京都。京都人にとって100年先も明

日の続きに過ぎないのだと感じました。 （AU）

■全ての事象が何らかの相関関係を持っている

という仏教における「縁起」の教えは、心に止

めて置きたいお話でした。 （NT）

ト ピ ッ ク ス

と
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
「
最
近
の
景
気

動
向
を
把
握
す
る
た
め
の
ハ
ン
デ
ィ
な
統
計

書
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
」
に
応
え
る
統
計
書
と

し
て
現
在
の
「
金
融
経
済
統
計
月
報
」
の

「
日
本
銀
行
関
連
指
標
」
お
よ
び
「
主
要
金

融
経
済
指
標
」
の
部
分
を
拡
充
し
た
か
た
ち

の
統
計
書
を
「
金
融
経
済
統
計
月
報
」
の
名

称
を
承
継
さ
せ
て
発
行
す
る
と
と
も
に
、

「
長
期
時
系
列
デ
ー
タ
を
一
覧
で
き
る
統
計

書
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
」
に
応
え
る
統
計
書
と

し
て
「
日
本
銀
行
統
計
」
を
新
た
に
発
刊
し

ま
し
た
。

な
お
、
新
ベ
ー
ス
の
統
計
書
に
つ
い
て
は
、

従
来
の
「
金
融
経
済
統
計
月
報
」
と
は
異
な

る
端
数
処
理
方
法
を
用
い
て
い
る
統
計
が
あ

り
、
既
刊
の
「
金
融
経
済
統
計
月
報
」
と
は

末
尾
の
計
数
が
異
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

今
回
の
統
計
書
の
見
直
し
に
際
し
、
有
償

で
ご
購
入
頂
く
際
の
統
計
書
の
発
行
所
を
変

更
し
ま
し
た
。
従
来
よ
り
安
価
に
ご
提
供
さ

せ
て
い
た
だ
く
た
め
の
変
更
に
な
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
日
本
銀
行
編
集
統
計
書
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

ご
購
入
に
関
し
て
は
書
店
も
し
く
は
販
売

所
（
と
き
わ
総
合
サ
ー
ビ
ス
　
営
業
部
〈
出

版
部
門
〉
1
〇
三-

三
二
七
〇-

五
七
一
三
）

に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

広
島
支
店
開
設
一
〇
〇
周
年
、

横
浜
支
店
開
設
六
〇
周
年

▼
日
本
銀
行
広
島
支
店
は
、
明
治
三
十
八
年

九
月
一
日
、
広
島
市
水
主

か

こ

町ま
ち

に
出
張
所
と
し

て
開
設
さ
れ
、
今
年
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。

こ
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
、
広
島
支
店
で

は
、「
過
ぎ
し
一
〇
〇
か
ら
未
来
の
飛
躍
へ
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
旧
営
業
所
を
利

用
し
た
支
店
開
設
一
〇
〇
周
年
記
念
行
事
を

開
催
し
ま
し
た
。
主
な
行
事
と
し
て
は
、
小

学
生
が
描
い
た
被
爆
建
物
の
絵
画
展
、
写
真

や
史
料
に
よ
る
広
島
支
店
の
歴
史
展
示
、
地

下
金
庫
の
公
開
等
を
内
容
と
す
る
「
記
念
特

別
展
示
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
九
月
十
八
日
に
は
、
旧
営
業
所
を

会
場
と
し
て
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
、
被
爆

建
物
絵
画
展
の
表
彰
式
や
、
エ
リ
ザ
ベ
ト
音

楽
大
学
学
生
に
よ
る
記
念
音
楽
会
、
篠
原
康

次
郎
氏
（
財
団
法
人
広
島
地
域
社
会
研
究
セ

ン
タ
ー
理
事
長
〈
元
日
本
銀
行
広
島
支
店

長
〉）
に
よ
る
講
演
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
日
本
銀
行
横
浜
支
店
は
、
昭
和
二
十
年
八

月
、
旧
横
浜
正
金
銀
行
本
店
内
に
横
浜
駐
在

員
事
務
所
と
し
て
開
設
さ
れ
て
か
ら
、
今
年

で
六
〇
年
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

横
浜
支
店
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
支
店
の
あ
ゆ

み
を
写
真
や
文
献
で
振
り
返
り
、
パ
ネ
ル
展

示
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
お
近
く
に
お
越

し
の
節
は
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

「
支
店
開
設
六
〇
周
年
記
念
パ
ネ
ル
展
」

期
間
十
月
十
四
日
（
金
）
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

時
間
九
時
〜
十
五
時

場
所
日
本
銀
行
横
浜
支
店

正
面
玄
関
ロ
ビ
ー

（
横
浜
市
中
区
日
本
大
通
二
〇
‐
一
）

入
場
料
無
料
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